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だ、けのエネルギーが振り分けられる。これを系のマイクロカノニカル温度Tm と定義する O
ピークの位置では式 (8)より、
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分子がN原子からなるとして、それぞれの位置を q= (qlγ ・，，qN)とし、またそれぞれの運
動量を P= (Plγ・.，PN)とする。また、その Hamiltonianは








(j = 1" ・・う N-1) (18) 
運動量は座標変換に伴い





となり確かに重心自由度は消去できたことがわかる。以下では簡単のために全運動量P(p，q) = 0 
の場合を考える。
次に回転対称性をもちいてHamiltonianの記述をさらに簡約する。そのために角運動量ベクトル
L (p， i) = L p X色 (21) 
i=l 
を考える。この角運動量ベクトルは Hamiltonianが回転対称性を持っている場合には保存量とな
る。よって任意の3次元ベクトルLoで切り取られる部分空間L-1(Lo) = {(ι色)IL(p，q) = Lo} 
はHamiltonianの時間発展に関して不変である。今回は特に全角運動量ゼロ Lo= 0の場合を考
えることにする。するとこの部分空間L-1(0)はSO(3)による回転










た3N-6次元の「形の空間JQの余接ノ守ンドルT*Qに微分間相T本Q問 L-1 (0) / SO (3)となる。
その微分間相をとおしてT本Qには次のようにして計量gがHamiltonianから誘導される。つまり、
L -1 (0) / SO (3)上の関数である Hamiltonianをこの微分間相をとおして(乙η)εT本Q ηεQ 
上から眺めると








切に変換されているものとする。そのとき計量9/1-1/ は正規座標 (Xl， ヲX3N-G)によって次のよ
うに展開することができる。
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具体的に作成したポリマ一2面角モデルの解析[10例]によるとこの展開が有効である極小点近傍の
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